
検討の進め方

全県的な公共交通の将来像の検討 交通政策会議 資料2-2

マイカー利⽤の拡⼤等により、県内のバス交通は、⾮
常に厳しい経営状況に直面

圏域毎のバス交通ネットワーク

②圏域毎のバス交通ネットワーク ③全県的なバス交通ネットワークの目指すべき方向

①各地域におけるバス交通の衰退
・広域幹線路線の採算悪化
・地域内路線の衰退

②将来ニーズに対応した公共交通網が必要
・住⺠の移動ニーズに対応した交通網の検討

③新たな交通モードとの整合性の確保
・デマンド交通・コミュニティバスとの競合
・国の施策への対応

■検討の進め方
①リニア活用基本構想に基づき、リニア新駅と、県内各地
の地域拠点とを結ぶ、「全県的な広域幹線ネットワーク」
について検討

②併せて、県内をいくつかの圏域に区切り、地域内バス交
通ネットワークについて検討
※具体的な路線については、現在実施している「地域
バス路線検討会」を専⾨部会のワーキンググループ的
な組織として位置づけ、広域幹線バスネットワークとの
整合性や、各圏域内のバスネットワークのあり方等に
ついて検討する（今後２ヶ年程度で県下全域の検
討結果が出揃う予定）

③地域内、地域間のバス交通の将来的なあり方を総括し、
⼭梨県内のバス交通ネットワークの目指すべき方向をとり
まとめる。

リニア活用基本構想に基づく、リニア新駅と県
内各地とを結ぶアクセス網の検討

リニア新駅と県内各地のアクセス

○リニア新駅は、本県の主要な交通結節点
として重要な役割

○マイカー利⽤とともに公共交通でも使い易
い新駅とするため、県内のバスネットワーク
の再編整備を⾏うことが必要

交通政策会議にバスネットワーク検討専門部会を設置し、リニア新駅と県内各地のアクセスと、
各圏域の地域内バス交通ネットワークについて検討する

①全県的な広域幹線バスネットワーク



将来的な公共交通網の検討 交通政策会議 資料2-3

検討の進め方

○全県的な幹線ネットワークと、地域内のバス路線ネットワークを、整合集約することで、本県の将来的な公共交通網の⽬指すべき姿としていく。
H25年度 H26年度 H27年度

交通政策会議本会 交通政策会議 交通政策会議 交通政策会議

専門部会 専門部会設置

甲府南⻄地域
(甲府・南ア・甲斐・中央・富士川・昭和)

富⼠北麓地域
(富士吉田・道志・忍野・山中湖・鳴沢・富士河口湖)

他の地域で検討開始

他の地域で検討開始

他の地域で検討開始

他の地域で検討開始
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とりまとめ

交通政策会議

全県的な幹線ネットワークの検討・圏域毎のバス路線ネットワークの検討

地域のバス路線の検討

調整 調整 調整

報告 報告

助言 助言設置

報告

地域のバス路線の検討

地域のバス路線の検討

地域のバス路線の検討

地域のバス路線の検討

地域のバス路線の検討

報告
助言


